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する。300 V, 3.7 Aの単相フルブリッジインバータを設計・製作し，提案手法の妥当性を検
証した。 
 第 4 章は，三相インバータを対象に，共振に起因するレグ間の電流アンバランスの原理
を明らかにする。各レグの直列方向とレグ間のそれぞれに存在する寄生インダクタンスを




 第 5 章は，電流リプル増加につながる共振とレグ間電流アンバランスの対策手法を提案
する。まず，レグ間バスバーに抵抗率の大きいグラファイトを用いてその寄生抵抗により
共振を抑制する手法を提案する。次に，バスバーの 3 つのレグ間のインピーダンスが均等




しながら装置全体を小形化することが可能となる。300 V, 4.1 Aの単相フルブリッジインバ
ータを設計・製作し，提案手法の妥当性を検証した。 
 第 6章は，本研究の成果をまとめ，今後の検討課題について述べる。 
 
